
 

東京港第９次改訂港湾計画に向けた調査検討委員会（第４回） 

議事概要 

 

 

１ 日 時 

  令和５年３月１日（金）15 時 00 分から 16 時 30 分 

２ 場 所 

  新宿 NS ビル 30F ルーム３・４（オンライン併用） 

３ 出席者 

  別紙のとおり 

４ 議 事 

（１）今後の検討スケジュール 

（２）調査検討委員会（第３回）における主な委員意見への対応 

（３）防災、環境、旅客船、土地利用等の検討 

５ 議事概要 

○ 事務局から今後の検討スケジュール、調査検討委員会（第３回）における主な委
員意見への対応、防災、環境、旅客船、土地利用等の検討の内容について説明を
行った。 

○ 委員会に出席した委員から、以下の意見が示された。 

  内貿貨物において、２０２４年問題であるトラックドライバー不足に対応す
るためには、モーダルシフトへの取組が大事になる。内貿ユニットロード埠
頭の新規整備とともに、ヤード等の暫定利用の活用など、柔軟かつ迅速な対
応をすべきである。 
 

  内貿埠頭の港湾計画での施設整備等の対応と、喫緊のヤード不足等の課題へ
の対応の両方を踏まえながら、効果的に施策を実施すべきである。 
 



  内航船は大型化が進んでおり、今後のリプレイスでは最大船型は１９０ｍ級
となることが想定される。東京港のユニットロード埠頭についても１９０ｍ
級の RORO 船に対応した整備をすべきである。 
 

  内航船が岸壁に安全かつ効率的に離着岸できるように、考慮してほしい。 
 

  災害時に、道路が利用できなくなった場合を想定して、船舶を活用した物資
や人の輸送が行えるよう、準備していくべきである。 
 

  カーボンニュートラルに向けた脱炭素化については、CO２を減らしやすく、
費用対効果の最も高いところから取り組んでいくべきである。 
 

  カーボンニュートラルに向けて、様々な港湾空間を活用した、発電や蓄電の
方法を検討していくべきである。 
 

  東京港の魅力を発信するため、観光分野についても、デジタル化を進めてい
くべきである。 
 

 
以上 



（敬称略・順不同）

職 区分 氏名 所属・役職
出欠

（ 代理出席者）

委員長 大 　崇 公益社団法人日本港湾協会　理事長 出席

副委員長 根本　敏則 敬愛大学経済学部　教授 出席

水庭　千鶴子
東京農業大学
地域環境科学部造園科学科　教授

出席

二村 真理子 東京女子大学現代教養学部　教授 欠席

柴崎　隆一
東京大学大学院工学系研究科
レジリエンス工学研究センター　准教授

欠席

鶴岡　純一 一般社団法人東京港運協会　会長 出席

山﨑　元裕 東京倉庫協会　会長
出席

（鈴木 又右衞門）

宇佐美　和里
一般社団法人日本船主協会
常務理事・企画部長

出席

多田　正博
日本機械輸出組合
部会・貿易業務グループリーダー

出席

栗林　宏 日本内航海運組合総連合会　会長 出席

黒田　富治 東京湾水先区水先人会　副会長 出席

福岡　淳一
一般社団法人東京都トラック協会
海上コンテナ専門部会　部会長

出席

中井　拓志
ｵｰｼｬﾝﾈｯﾄﾜｰｸｴｸｽﾌﾟﾚｽｼﾞｬﾊﾟﾝ株式会社
代表取締役社長

出席

松川　一裕
株式会社ダイトーコーポレーション
代表取締役社長

出席

目黒　哲巳 財務省東京税関監視部長 オンライン

森橋　真
国土交通省関東地方整備局
港湾空港部長

出席

加藤　絵万
国土交通省関東地方整備局
東京港湾事務所長

オンライン

髙橋　信博
国土交通省関東運輸局
交通政策部長

オンライン
（藤田 幸也）

髙橋　亮司
海上保安庁第三管区海上保安本部
東京海上保安部長

オンライン
（中橋 一郎）

坂倉　英一 警視庁交通部交通規制課長
出席

（藤平 忠晴）

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 山本　貴弘
国土交通省港湾局計画課
港湾計画審査官

出席
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令和５年３月１日（水）


